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田か ら僅 か3時 間足 らずの⊥海 に向かいました。成田、
ヒ海間は直線距離で約1900km、 緯度では九州の最南端に
位 置 してい ます。気 候的 にみ る とプラ タナスの 葉 が
r度 色ず き始 めて い ま した。今回の旅行 は中国科学院
上海生理学研究所 の招へい によるもので、⊥たる目的は
講演 ・視察 と研究討論 にありま した。中国科学院 には中
国全土 に散在 している122の 研究所が所属 し、戦前か ら
設立 されている生理学研究所のキ ャンパ スには新 しく設
立 された脳研究所や医学材料研究所などを含めて10以 上
の研究所 があります。また中国科学院の総裁は科学行政
の最高責任者でもあり、北京 と上海の研究所 が競い合 い
なが ら基礎的科学の振興 に全力 を上 げています。 卜海滞
在中に宿泊 したのは中国科学院に所属するゲス トハウス
で したが、小型のホテルを思わせる造 りで食事時 にはア
メ リカ、フランス、 ドイッの研究 者が数 多 くみ られ、中
国 の隣人とも云 うべ き日本人の数 は極 めて少ないの が印
象的で した。
このゲス トハウスのす ぐ近 くには、建築中のビルデ ィ
ング ・小学校 ・食品マーケ ッ トがあり、上海市民の生活
を垣間 みることもで きました。夜が明けるのは午前6時
位だったと思 います が、市民生活は夜明 けとともに始 ま
ります。 どこか らともな く白転車 に乗 った人 々があっと
云 う間 に集 り、四っ角の交叉点は人 と自転 卓で埋 めつ く
されます。食品マーケ ッ トではコンクリー ト台の上に生
鮮食品 が山のよ うに積 み上 げられ、甲高い声 が売手 と買
予の問を飛 びかいます。川勤前に食料品を買 い求めるの
が市民生活の基本のよ うです。小学校 も朝早 くか ら開校
されていて、小 ざっば りと した服装の児童 が次か ら次へ
と集 まってきます。子供は一人という人口の抑制方針 が行
き届 いているせいか、どの子 も両親 からまた社会から大
事に されているよ うです。 しか し中国でも過保謹 に伴 う
弊害 が次第に深刻 な問題 になりっっ あると聞 かされまし
た。 さて建築中の ビルディングですが、夜明 けとともに
作業 が始 まりロ没 とともに作業は終 ります。良 く気 を付
けていないとどこまで作業が進んでいるのかわかりませ
ん。 日本的 な作業の進め方 とは全 く無縁 なよ うで した。
午後5時 になると日常の勤務 が終 わりますが、若いカ ッ
プルの主人 はr供 を自転車 の荷台 にのせ、家路 に急 ぐ姿
がいた るところで見 うけられました。
さて科学教 育ですが ここ数年 になってよ うやくこの課
題 に対 する本格的着手がな されたよ うです。中国科学院
一z
⊥海分室では毎年約30名 の修士課程学生 を受 け人れてい
ます。 この課程は3年 間ですか最初の1年 間では徹底的
な教育がなされ ます。 そ して2年 日か らは上海分室 に所
属 する研究所で研究が始 まります、,この30名 とい う定員
ですが中国 全土の大学出身者の中 から選 び抜かれるわけ
ですから、難関中の難関でただ単 に学 業成績が良いばか
りで なく、研究 を遂行す るための強 靭な精神 力も要求 さ
れるよ うです。修士課程 が終 りますと博士課程 に進 みま
す が、この課程 を指導で きる教授 も限定 されているよ う
で、教授 はadviserと しての役割 を果 します。上海滞在
中にい くつ もの研究室 を訪ねましたが、研究 を遂行 して
いるのは主 として若手の研究者ばか りで した。個人的 な
、k場で研究討論 を していると、私 が人学院生 と して生活
を していた25年 前 に時 計が戻 って しまったよ うな錯覚 を
うけま した。研究分野 では文化大革命で5年 間、その後
の荒疫 から立 ち⊥ がるのに5年 間 が費 され、計10年 間の
歳 月が今 日の日を迎えるの に必要で あったとよく云 われ
ます。私の大学院時代 にはロ本の学問水準 とアメ リカ、
ヨーロッパ との学問水準 に大 きな隔 りがあり、何 とかそ
の隔 りを埋 めた いとい う願望が科学に対 する探求心 とは
別 にありま した。
その当時の 日本 では戦後 の混乱の中か らアメ リカ、ヨ
ーロッパに留学の機会 を与 えられた教 育 ・研究者 が新 し
い日本の指導者 として、国際社会における日本の在 り方
などを含 めて私共に情熱ある指導 をして下 さいま した。
そ してその一方で私共は、いつ完成 する保証もないサイ
エ ンスに夢 をかけ、ひたむ きな努力を続 けました。 ヒ海
での5H間 の生活 は忘れかけていた25年 前 を十分 に想い
おこさせて くれま した。私 と真剣 な討論 をした中国の若
手研究 者は、近 いHに 堂 々と国際社 会に登場 して くるこ
とで しょう。科学の分野 ばかりでな くほぼ全ての分野で
"進歩 ・発展"と"停 滞 ・衰態"は 、際限のない巨大な
うね りの ように交互に押 し寄せて きます。これは個人 と
しての私 にも当ては まります。旭川医大においても、こ
こか しこで卒業生 を主体 と したサ イエ ンスの新 しい息吹
きが始 まっていますu軽 少、軽薄 な社会に日本は突入 し
ていると巷では云 われます が、私共 と責任 を分かち合っ
て くれるよ うな"夢 と強靭 な精神 力を持 った"学 生諸君





































海外だよりMayoClinicに 留 学 し て
高 橋 達 郎
私 は この度 お よ そ6ヶ 月間 、米 国 で学 ぶ 機 会 に恵 まれ 、
現 在 ミネ ソ タ州 ロチ ェス ター 市MayoClinicに おい て
岡 崎春 雄 教授 の下 、神 経 病理 を勉 強 して い るので その近
況 を報 告 す る。 岡 崎教 授 は 本学 創 設 問 も ない 頃 、臨 床講
堂 で 当時 で は まだ珍 しいCT写 真 を豊富 に用 い、 脳 血管
病 変 を中心 に御 講 演 され ま したの で 御記 憶 の 方 も 多数 お
られ る こ とで しょ う。
こ ちら に着 いた 翌Hか ら早 速 、 剖検 脳 へ の取 り組 み が
始 ま っ た。伺 うと ころで は 、本 施 設 で は年 間700～80(躰
に及ぷ 病理 解 剖 の殆 どす ぺ て の例 で脳 ・脊髄 を摘 出 す る
とい うこ とで 、病 理 診 断 が 為 され る まで に何 ら かの 形で
携 わ る関係 者 は そ の 日常的 処 理 に相 当σ)労力 を払 っ て い
るが、 その御 陰 で私 は極 め て濃 密 にそれ らを手 で触 れ、
眼 で見 るこ と が出来 る とい う恩 恵 に浴 して い る。 同時 に、
これ まで に集 積 され た膨 大 な標 本 ・資 料 に も折 に ふ れ接
して い る。 これ らは レ ジデ ン トに対 す る教 材 で もあ る と
の こ とだ が、 私 に と って は同 室 の2人 の 若 い レ ジデ ン ト
(マ サ チ ュセ ッツ出 身 の神 経 内科 医 と ミシガ ン出 身σ)神
経 外 科 医)に 対 して 、彼 らよ り多少 と も経 験 の深 い と こ
ろ を見 せっ け る材 料 と なる傍 ら、彼 らか ら英 語 を教 わ る
チ ャ ンス を も生 み出 して くれ る格 好 の媒 体 と もな って い
る。
滞 在 して ち ょ うど1ヶ 月 と 日も浅 く、未 だ に身 の 回 り
の全 て の事 象 に対 す る好 奇 心 ・探 検 心 と新 た な発 見 ・理
解 によ る解 決 の繰 り返 し、 と い うの が 日常 生 活の 実状 で
あ る。 した が っ て筆 者 は、MayoComplexと も称 さ れ
る 多数 の施設 及 び その機 構 を把 握 す るに は至 って ない が、
案 内 書 な どか ら得 られ た知 識 を幕 にMayoClinicの 概
略 をそ の背景 に あ る白然 ・風⊥ と と もに紹 介 し、 一研 究
室 の机 に向 か いつ つ感 じた こ とを ひ とつ記 した い。
ミネ ソ タ州 は、 ほ ぼ本 州 に相 当 す る而 積 と4UO万 人余
りの人 口 を有 し、北 東 に κ大湖 の ひ とつ スペ リオル湖 を
臨 み 、北 は カ ナ ダ と国 境 を接 して い る。 ミシ シッ ピ川 の
ト流 河 川 は 、 多数 の湖 と と もに なだ らか に続 く森 や畑 を
潤 し、静 かで 美 しい 自然環 境 を形 成 してい る。
MayoClinicの 歴 史 は、英国 か ら渡 り地 方 医 師 を して
い たDr.WilliamW.Mayoが1863年 、 ロ チJ、ス タ・一
で ク リニ ック を開 い た こ とに始 ま る。 その後 、 この ク リ
ニ ック に彼 の 息r達WilliamJ,MayoとCharlesH.
Mayoも 加 わ り、彼 らは地 域 にお け る実践 的 医療 を実 施
す る との理 念 の ドにた ゆ まぬ努 力 を重 ね て新 技術 の導 入 、
修 練 に励 み臨 床成 果 を挙 げ て きた。Mayoの 名 声 は 、全
米の み な らず世 界中 の 医師 ・研 究者 に知 れ わた り、彼 ら
を 、 また患 者 をロチ ェス タ ー に呼 び寄 せ る結 果に な った
ので あ る。 このMayoClinicと ロチ ェス ター の発 展 の
歴 史 は 、本 学 図書 館 の 「メ イ ヨー の医 師達('TheDoc-
torsMayoの 邦 訳 版)に 詳 しい。
さて 、今Hに お いて もMayoClinicがhの 実践 的
医療 の実 施 、 とい う理 念 を掲 げ て い る こと に些 かの 変 わ
りも ない、 そ れ に向 け ての 努 力 も怠 って い ない 、 とみ て
とれ る。 筆 者 は ロチ ェス ター に着 いた 翌朝 、Mayo財 団
3
のofficeに 赴 き事 務 手続 きを済 ませ た際 、Mayo関 係 の
小 冊 子 を数 冊 手 渡 され た が、 どの 頁 を開 いて も ミpatient
care'や そ れ に類 す る表 現 が満 ち満 ち て い るこ と に驚 き
の念 を抱 い た。 あ る程 度 の 予想 は して いた が こ れ程徹 底
して い る とは思 って い な か ったの で あ る。MayoClinic
で は診療 ・研 究 ・教 育 それ ぞ れ が当 然 重 要 な位 置 付 け を
与 え られ て い るが 、 そ れはpatientcareの た めの 診療
で あ り、教 育 で あ り、 また教 育 者 の 養 成 で あ る 、 とい う
こ と を繰 り返 し唱 っ て い る。小 冊f一の 中 か ら幾 つ かの表





























こ う した理 念 の一/i、 財 源 の 上で 最近Mayo財 団 のみ
で は 研究 ・教 育活 動 の 維持 ・推進 に困 難 を生 じ、財 団 で
は 各 方面 へ の 寄金 等 を呼 び か けて い る。Mayo財 団 が
1986年3月 、従 米MayoClinicと 極 め て密 接 な関 係 に
あ りな が ら独立 した 形 を とっ て いた 市 内 の二 大病 院Ro・
ChesterMethodistHospital及 びSaintMarysHo・
spitalと の 合併 を発 表 したの も以 上 の背 景 に基 くも の と
思 わ れ る。 しか し、 それ らの 説 明 文 の 中で も先述 の ミ理
念二 が貫 かれ て い るの が読 み とれ た。 いず れ にせ よ職 員
総数14,000人(医 師1,700人)の それ ぞれ が 、 年間30万
人 に も及 ぶ受 診 者 に対 しMayo親rの 理 念 を今 に継 承 し
つつ 、 この ミネ ソ タの 風土 の 中で 実 践 しよ うと努 力 して
い る姿 は、.・訪 問 者 に感 動 を与 え る もの で ある。
末 筆 なが ら在 外研 究 の機 会 を与 え て載 き感謝 致 す と同
時 に お 胆1話に な り ま した関係 各 位 に厚 く御 礼 申 し⊥ げま
す。(1986年10月25日 記)
(病 理 学 第 ・講座 講 師)
一
繍懸灘鱒鱒懸
昭和61年8月1日 付 けで皮膚科学講座 に飯塚教授 が、
10月1日 付 けで英膳 の外国人教 師と してM・N・ ウ ィー
ドンー二J."ス テ ッ ド先生 が就任 され ました。






飯塚 一先生 が、このたび北海道大学へ転出 された大
河原章教授の後任 として、皮膚科学講座の教授に昇任 さ
れま したことを、心 よ りお喜び申 しあげます。
飯塚先生とは、私 が当大学へ赴任 した昭和58年 か らの
短いお付 き合 いですので、 多くの事 を存 じ上 げているわ
けで はありません。互 いに、札幌 と大阪と遠 く離 れて、
生まれ育ったわけですが、縁 は異 なもので、飯塚先生が
留学 されたマイアミ人学の前任 の研究者 が私の大阪大学
の同級生で、親 しくしている現在の大阪大学の吉川邦彦
皮膚科学教授で あった事 を当地 に来て始めて知 り、驚い
た事で した。 その後 、吉川教授 から飯塚先生がいかに素
晴 らしいお人柄で、立派 な研究 を してf」41れるかという
話 を何 度も聞 かされたものです。
飯塚 先生 とは教室 が隣同士ですので、熱心 に研究 して
おられ る様子 を毎 日の ように拝 見 し、いつ も感心 してい
ます。先生は皮膚の生化学 を主 と して研究 してお られ ま
すが、亡 き御尊父も生化学者であられた血 を受継 いでお
られ るのかも しれません。
飯塚 先生は若 くして教授 に就任 され ましたが、物の 考
え方は非常 にしっか りした ものを持 って}Jら れます し、
大学生時代はスキーの距離競技の選手だった そうで、強
い耐久 力も持 っておられます。今 までにもすでに、優 れ
た研究業績 をあげておられ ますが、先生の お人柄の素晴
らしさに加え、若 さと耐久力で立派 な教室 をつ くられ、
教育、研究、診療に活躍 され ることは明らかです。今後
ます ます大 きく発展 されます事を祈念いた しますととも
に、隣の教室で かつ同 じ7階 西病棟 を診療の場 とす るも




翫 恥.今 回、皮膚科学講座 を#ti当する
ことになりま した。北大 から旭川
医大 に講帥と して赴任 して きま し
たの が昭和57年4月 ですので、こ
㌔ ちらに参 りま してちょうど4年 半
轟獅 になります。昨年、初代大河原教
授が北 大に移 られたあ との後任 として選ばれたわけです
が、教育、診療、研究 と、教室を主宰す るにあた り責任
の重 さを毎 日痛感 してお ります。(痛 感 しているだけで、
ちっ とも進 歩がないではないかとお叱 りをうけそうです
が……)。
私 は、生 まれも育 ちも札幌で、外 に出たことが留学生
活 を除けば ないため、旭川 が本当に第2の 故郷 にな りま
す。街 の規模 は、私の子供の頃の札幌 とちょうど同 じで
す し、寒 さは学生時代 スキー部 をやっていたのであまり
気 にな りま廿ん。 また好fの 気風 といいますか、学生が
真面目なのには最初 の講義の時 からいた く感銘 を受 け、
自分たちの学生の頃 と比べ、あま りの違いに驚 きながら
現在に至っております。
皮膚科は、発疹 を対 象と し、目に見 えるだけに過去 に
細か く分類がなされ ました。結果的 に難解 な病名が多く
敬遠 なさる方 も多いよ うですが、皮膚の反応パター ンと
して見 ます と、限 られた対応 しかないもの と推定 されま
すU私 達の教室ではその中で も特 に表皮の増殖機構 に焦
点 をしばりそのメカニズムを検討 しておりますが、調ぺ
れば調べ るほど奇妙な現象 が見出 されて きており、なか
なか一般化 が難 しいよ うです。表皮の場合、増殖 と分化
(角化)が 相互 に関連 しており、同時 に分化(角 化)が
細胞死 と直接結 びついているため、どこかにゆさぶ りを
かけると、全てが連動 して しまうことが問題 を複雑に し
ている印象です。
細 かい病 名の暗記よ りも、 より包括的 な、わかりやす
い皮膚科学 を目ざ して、教育、研究、診療 にたず さわっ
ていこ うと考 えてはお りますが、なかなか道 は遠 く、教
室員の方々 とフー フー云いなが ら、それでも少 しずっは
進歩 しているはず と、自分た ちに云 いきかせ なが らやっ
て ます。今後 とも何 とぞよろしく御指導、御鞭健のほど











ドイ ツ語 教授 丸子 基夫
新 任 外国 人 教 師 マ ーク ・ネイサ ン ・ウイー ドンー ニ ュー
ス テ ッ ド氏(我 々 はMr.二x一 ステ ッ ドと呼 ばせ て も ら
って い る)は29才 、 中 肉中 背 で親 しみ やす い容貌 の シ ド
ニー 出 身。 前任 者 サ ン リー氏 の室 に昨年 か ら来 て いた よ
うで 、旭 川 も少 し知 って い る ら しい。 二x-・ サ ウ ス ・
ウエ ルズ人 学 で は欧 州近 世 史 を専 攻 した ほ か、 ロ ン ドン
の ロ イヤ ル ソサ イ ェ テ ィ ・オブ ・ア ーツで 四 年近 く英梧
教 育 法 を専修 し、 その間 、北 アフ リカの ス ー ダ ンと近 東
の ク ウェ ー トと東 京 とで教 員 ・通 訳 をや って 実地 経験 を
つ み 、1985年 に ロ ン ドンで 英 語教 育 法 免許 を取 り、 この
9月 迄 は神 田 の堵 波 ビル に あ る国 際 外語 セ ン ター の先生
で あ った。 「日本 語 は未 だ駄 口で す。 だ か ら余 計べ ん き
ょ う します司 ず っ と南国 で 生 活 した青 年 ら しく水 泳 ・ヨ
ッ トが得 意 とい うが、 「北 国 に来 たの で ス キー と読 書 に
専念 した いJと も。3-9才 は ホ ノルルで 育 った人 だ か
ら海 外経 験 も豊 かで 、辺 地 大 学 の学 生 諸 君 には 願 って も








































■ 公衆衛生学 講座 ■ 福山 裕三
本講座 は、旭川医科大学開講3+Yf1の 昭和50年4月1
日に開講 した。最初 は福山教授 、土井助教授 と梅宮事務
官 の3名 で出発 したが、昭和54年 望 月助手、昭和55年 に
小林助手(本 学昭55年 卒)を 、昭和56年 には鹿島事務官
を迎 え、よ うや く現体制 が整 った。公衆衛生学講座 の使
命は、一・に教育、 一=に研究、三に社会活動である。講義
では、図表による内容の続み取 りに力を人れ、プリン ト
方式の講義 を行 った。前期の講義期間 に配 られたプリン
ト枚数は200枚 に達 し、その成果は学生諸君の支持 を得 、
また金原出版の厚意によ り拙著 「図説公衆衛生学」(昭
和57年10月 刊)の 出版に結 びっいた。実習は、衛生行政
者あるいは公衆衛生実践者 を育成 するよ うな内容で進め
られ、実習で作成 された作品は、本講座 の社会活動 と し
ての市民の衛生教育の資料 と して役 、kってい る。
研究の面では、昭和51年 から53年 の3年 間 にわたって
トヨタ財団の助成 を受け、 「生体試料 による環境 汚染防
止の研究」 を行 った。この助成 とその後 に受けた文部省
科学研究費助成(環 境科学特別研究 、奨励研究)が 土井、
望月、小林 らの種 々の業績 につながっている。最近では、
土井は寄生虫学講座 、放射線医学講座 、帯広厚生病院 と
共同 してエキノコ ックスの伝播経路 を解明する研究 を60
年か ら開始 し、これは本学の61年 度教育研究特別経費の
テーマと して採用 された。61年 か らはイ トムカ水銀鉱山
労働 者の水銀 中毒後遺症 を労働衛生学 と社会学の両面か
ら調査研究するプロジェク トを北 大 ・札医大 ・道教大な
ど7大 学の研究 者と共同 して実施 する ことにな り、 この
研究に対 して トヨタ財団から研究助成 が贈 られることに
なった。
社会活動 としては、北海道衛生部 および旭川厚生病院
との幅広 い連携 がある。地域の公衆衛 生に貢献すること
は、地域の協力あるいは協同 が必要である。幸いにも、
昭和58年 から、研究生が毎年数人ずつ入局 し、現在9名
の研究生 が在籍 し、北海道 の衛生行政 に携 わると同時 に、
北海道 の各種疾 患の疫学 の研究 をしてい る。
本学出身の本講座の研究生を紹介す ると、稚内保健所
の妹尾所長(昭58年 卒)、 美幌保健 所の山崎所長(昭58
年卒)、 紋別保健所の北村所長(昭58年 卒)、 帯広保健
所の小 林主任技師(昭59年 卒)、 釧路保健所の吉田主任
技師(昭59年 卒)、 室蘭保健所の田中医師(昭60年 卒)、
千歳保健所の森医師(昭61年 卒)、 苫小牧保健所の竹内
医師(昭61年 卒)の8人 である。研究生は各 自任地の各
種検診データや保健衛生資料 を分析 し地域の衛生行政 と








昭和61年 度通学方法 ・居住状況ア ンケー トをまとめま
したので掲載 します。
ア ンケ ー ト提 出数
(学生課)
昭和61年6月1日 現 在
学 年 1 2 3 4 5 6 計
大 学 院
1 2 3 4 計
在籍学生数 130 131 132 126 109 127 755 17 10 12 15 54
ア ンケー ト
提 出 数





提出率(%) 92.393.1 89.4 90.5 86.275.6 87.9 76.5so.o 55.6
通学方法のまとめ
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居住状況のまとめ
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イ ン ドの 片隅 か ら
昨 年 か ら数 回 、調 査 や学 会C'イ ン ド、 パキ ス タン を訪
れ る機 会が あ り、我 々 か 日本 で普段 こ く当 り前 と思 って
生 活 しCい る こ とが 、 いか に思 い違 いzあ るか を痛 感 さ
一Lrられ ノニ・}そ(ノ「)冒「)1よ、 ロ乍s,一.6月イ ン ト」)、十ミノ・一 ルllf(ト
σ)lllll来事 で あ る。 ホ ハー ルの 名 は、198年iz月311に 米
国 系 多国籍 企 業 の農 薬 工場 で起 きた ガ ス爆 発 事故z・ 躍
世界 に知 られ るよ うに な・・た、,メ チ ル イソ ン ア イ・一 トと
い う農 薬 や ウ レ タ ン捗1脂U)原 料 に使 わ れ る牛勿質 の則二蔵9
ンクが爆 発 して 有τ七iカスカヤ曳れ 、糸勺一こイ'人041;をIIIIL、
{ツ∫八近 い 市民 が ガ スに暴 露 された 事f{は 、 日本 で も大
き く報 道 された の で 、記 憶1.τ い る人 も 多い と思 う、 私
は 、 この 事f'iの 被害 実 態 と後 遺 症 を見 るた め に 、K大 学
のIIICと 共 に現 地 を訪 れた 、
;,;バ・ル は イン ド中央 部 に位 置 し、6月 の 日lllの気温
1‡摂1穐4Q度 、～艦声宣30%/'1,ド にな る,,そ び)炎ヲぐ一下を被害 カニ
最 も激 しか っ た⊥場 前の ス ラム街 を訪 ね、地 元医 帥 や イ
ン ター ン生の 協 力で被 害 者 の話 を聞 い で歩 い ていた2日
Flo)こ とで あ る。日月flはprimaryschooll二 案 内dる と
言 わ れ たの で 、私 た ちは うかつ に もLJ本 の 村 の学 校 の よ
)な もの を想 像 して しま ・♪た 、,とこ ろが そのviir朝、 案 内
の イ ン ダー ン生 は同 じス ラム街 の 狭 い路 地 に どん どん 人
って行 って しよ う。 そ して立 ちILよ ったのf:/、 周 囲 の ス
ラム とkっ た く変 わ らない 背 の低 い バ ラッ ツ住 宅 の 前 だ
った。 戸llに か かっ たぼ ろ毛 布の 仕七刀りをめ くる と、5
メ・ トル四 ノ∫も ない1澗 に びっ しり と座 り込 〃 ・、 数 十
人の子 供 た ちの 黒 いnが ・斉 に我 々の方 を振 り向 いた 。
そ れ は ・種 感 動 的 な光 景 であ った。 ホ ラ ンフ ィ アの 若 い
女教 師 か ら字 を教 わ って いた ∫一供 た ちの 年齢 は5才 前 後
だ ろ うか、 衣服 は 粗末 で、 は だ しの 一ii共も 多く、栄 養が
良 くな いた め カ・1本f各ぴ)ノ1・さ な子f共 か 目 凱・・た,、しカ・し、
教材 と い一,ても壁 に掛 け られ た小 さ な黒叡足と ヒ ン スー 文
字 の 表だ け の その教 室 にみ な ぎ.,て いた 緊張 感 は 、熱 く
乾 い た イ ン ドの 空 気 を ・瞬 忘 れ さゼた ほ ど新 鮮 で 、爽 や
か だ っ た、,日本 の 村 の学 校 を想像Lて い た私達 は 、 あ 一、
け にt(Kら れ る と同時 に 、教 育 の原 点 を 兄た よ)な 気 が し
て、 わ け もな く嬉Lか,た,,そLて また 、 自 分達 の 想 像
力 の 貧 しさか恥 しくも あ ・,た、,終戦 前 後 の混 乱期 に小 学
生 だ っ た私 た ちは 、 今 の 日本 の小 学 生 とは比 較 に な らぬ
ぽ ど 貧 しい学 校 生 活 を経験 して きた 筈 だ が 、ホ パ ー一ルの
ス ラム街 の小 学 校 は 、私 た らの想 像 を遥 か に超 えて いたrI
あ と でr茸1〈、L:、そ(ノ)'宇壕交にtガ ス爆 発 寸{占父σ)f'?、fl三'ヒσ)L
で あ る小 母 さ人が 部犀 を提供 して実 現 したの だ とい う,、
私 の 脳 裏 に浮 かぶ こ れ と ま 一,たく対 照的r{光 景 は 、最
近 東京 へ豹 く飛 そ」機 か ら 兄た 呼〔京近 辺 の 夜 量で あ る。 羽
田 に近 づ い て高 度 を ドけた 機窓 か らは 、街 路 幻噛な とで 火1II
々と照 ら され た路 トの 自動 卓 の ・台 ・台 か く 、き りと 兄
分 け ら れた、1この 光は 人11衛la!.か ら も 児 える と 壽 凱,
現 在 、III'界の 人111./約48億 人と推 訓 され て い るか 、そ
の4分 の3は い わゆ る発 展途LIE1の 人口 で あ り、GNP
r..比申交す ると 、先進 国 とのIIIに15-'LU倍 もび)1'1fYi格著一か
あ る,、乳 児死 亡 な との1建康指 標 で も 、 先進 国 との問 にlo
flζ以1=の 差 力`ある もの か あ るこ.[司連 、WHoな どのil{IF祭
機関 や種 々の国 際 協 力 に ょ一・て十吝差 を紺 め る 努 川 ‡さわ
Cい る か、 そ れ には 今後何1'年 の 日、1・間 か必 要だ ろ)1,二
v)、G:うな世y'(ノ)f見ノ1犬{毛矢1】り、 ヒv)=-Jcノ)ン4'=封をを・上LiuL`(、
ど一,ちか異 常 か と問 わ ねた ら、私 は 後 者の 方 が異常Z三 と
思 うび)であ る,,そ れは 、 先進 匡】と」盆i=匡1び)人II1ヒ か レ、み
て も、地 球 ⊥ の 限 られ た'eiil;t4EからみCも 言 える こ とだ
と思 うので あ る,,!〉 年、ll本 国 際保 健 医1云{学会か糸II1成さ
れ、 国1際医 療 協 力5論 しる場 が出 未たか 、 この 」)な 場
を 支 え る若 い医 師 た ちが 育 ・・ぐゆ くこ と{≒期 待 〔た い,,
格 羊の解 消 は 、 平和 へ の 最'、重 要 な 歩 で あると思)か ら、,
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